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パ ラ グ アイ の植物 ウ イ ルス研究の現状 と ウ イ ル ス 病 ( 1 ) 
し ょ う は ら

社団法人 日 本植物防疫協会研究所 匠 原
け ん い ち ろ う
監 一 郎

は じ め に

南 ア メ リ カ 大陸 の や や 南寄 り に 位置す る パ ラ グ ア イ 共

和 国 は ， 年平均気温 21'C， 年間降雨量 l ， 650 mm で， 亜

熱帯性気候圏 に 属 し ， ブ ラ ジ ル， ボ リ ビ ア ， ア ル ゼ ン チ

ン の 3 か 国 に 囲 ま れた 内陸国で あ る 。

面積 40 万 7 千 km2 (人 口 440 万人) の比較的平た ん な

国 土 は ， そ の 中央部 を 北か ら 南へ流れ る パ ラ グ ア イ 川 に

よ っ て ， 西部 の チ ャ コ 地方 と 東部地域 に 二分 さ れ る (図

ー1 ) 。 高温乾燥気候の チ ャ コ 地方 で は ， 森林 を 開拓 し て 牧

畜が行わ れ， 人 口 の 98% が住む東部地域 は土地 も 肥沃で

畑作が盛ん で あ る 。

産業構造 を み る と ， イ タ イ プダム に よ る 世界最大の発

電力が あ り な が ら ， 圏 内 で は 農牧林業 と そ の 関連製造業

「

ノ
( チャコ地方 )

一 " - 一 一 ー
フィラデル717\/-

マコ\ / 
ン『 \

J l I  

/ 

図 - 1 パ ラ グ ア イ 共和国

The Status Quo of Virus Research and Plant Virus Disease in 
Paraguay (l) ， By Kenichiro SHOHARA 

の 占 め る 割合が き わ め て 高 く ， そ れ以外に こ れ と い っ た

産業 も な い。

一方， 農業形態 は ， 一般 に は 圏 内 自 給 を 満 た す だ け

の， 生産性の低 い伝統的農法が続 け ら れ て い る 。 社会基

盤の整備 も 相 当 に 遅 れ て お り ， パ ラ グ ア イ は 現在農牧立

国 と し て生産性向上 に 努め て い る が， そ の た め に は わ が

国 を は じ め 欧米先進諸国の農業分野での経済的， 技術的

援助 に 依存す る と こ ろ が大 き い。

筆者 は ， 1991 年 7 月 か ら 3 か年間， 農林業分野の 基礎

研究協力の一環 と し て ， 国際協力事業団 (JICA) か ら 派

遣 さ れ， 作物保護教育 ・ 研究 の 強化 を 図 る た め に ， 国立

ア ス ン シ オ ン大学農学部で個別専門家 と し て 勤務 し た 。

1891 年 に 創立 さ れた こ の大学 は ， 首都 ア ス ン シ オ ン 南

東 に 隣接 す る サ ン ・ ロ レ ン ソ 市 に あ っ て ， 1 万 m2 余 り

の キ ャ ンパ ス に 10 学部が統合配置 さ れ， 首都 に 残 る 医学

部 と 法学部 を 含 め て 2 万名 の学生が学ぶ国 内唯一 の総合

大学であ る 。

農獣医学部 と し て 1954 年 に 発足 し た 農学部 は ， 1974 

年 に 分離独立 し て 拡充整備 さ れ， 今 で は 二 つ の 分校 を 含

め て ， 12 学 科 に 900 名 の 学 生 と 350 名 の 教職員 を 擁 す

る 。

カ ウ ン タ ーパ ー ト (CP) は， 植物病理 と 生物工学両学

科の 主任教授， 教授， 助手で， 皆友好的か つ 熱心 で あ っ

た 。 研究室で は 実験設備 を 調整， 補完 し な が ら ， 技術協

力 の 目 標 と し て ， こ れ ま で に な さ れて い な か っ た 植物 ウ

イ ル ス の研究方法 に 関 し て ， 基礎か ら 応用 ま で理論 を 含

め て 指導す る こ と に な っ た 。

本稿 と 次号で， 不完全 な が ら も で き る 範囲 で実施 し た

パ ラ グ ア イ の ウ イ ル ス 病 に つ い て の調査， 研究の結果 を

紹介す る 。

I パ ラ グ ア イ の農業

パ ラ グ ア イ の産業構造 を み る と ， 農牧林業が国 内総生

産 (GDP) の 27% を 占 め る 最大 の産 業 で ， 可働人 口 の

40% が直接従事 し て い る 。 ま た ， 製造業の大半が一次産

品加工であ る か ら ， こ れ を加 え る と ， 実 に GDP の 45%，

全就労者 の半数が農牧林業 と そ の 関連産業 に 関与 し て い

る (1992 年， 在パ 日 本大使館資料) 。

国土の 90%以上が畑作， 牧畜， 林業 に 適 し た 耕地， 牧

草地及び森林であ る 。 人 口 の 98% が住 む東部地域 は テ ラ
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ロ シ ア 土壌で土地 も 肥沃 な た め ， ダ イ ズ (40 万 ha) ， ワ

タ (95 万 ha) ， コ ム ギ (20 万 ha) の他， サ ト ウ キ ピ， ト

ウ モ ロ コ シ， キ ャ ッ サノ T， タ バ コ な ど が 自 給用 ま た は換

金作物 と し て栽培 さ れて い る 。 カ ン キ ツ 類， マ ン ゴ ー ，

バナ ナ な ど も 豊富 に あ っ て 常食 さ れ て い る 。

最近， 都市部 で は 肉食主体の食生活改善 も 推進 さ れ，

ト マ ト ， ナ ス ， キ ュ ウ リ の ほ か， イ チ ゴ， メ ロ ン ( すべ

て 露地栽培) 及び緑色野菜類の消費 も 増 え て き た 。 近郊

農家で は ハ ク サ イ ， キ ャ ベ ツ ， レ タ ス ， ホ ウ レ ン ソ ウ の

栽培 も 盛ん に な っ て き た 。

南部三角地帯 (首都 ア ス ン シ オ ン， エ ス テ 市， エ ン カ

ル ナ シ オ ン市 を結ぶ域 内 ) で生産 さ れ る ダイ ズ， 綿花 は

輸出産品 の 65% を 占 め ， 肉製品 と 木工品 (計 20%) と と

も に 重要 な 外貨獲得源 に な っ て い る 。 畜産 は 肉牛が主体

で， 広大 な 草地 に 放牧 し た 粗放 な も の で あ り ， 肥育 に年

数 を 要す る も の の， 現在全国頭数 は 700 万頭以上 と い わ

れ る 。

一方， 1960 年代後半か ら 農業生産が順調 に 延びて き た

背景 に は， 新 し い技術の 導入 に よ る 農法の改良結果 と い

う よ り は， 自 然林 を 伐採 し て 農地 を拡大 し た た め と さ れ

て い る 。 生産力 の あ る 改良品種が導入 さ れた り ， 一部で

除草剤 を は じ め殺虫 ・ 殺菌剤等農薬が有効に利用 さ れ始

め た も の の， 他方で顕著な 土壌侵食 と 自 然破壊 を 引 き 起

こ し て 問題 と な っ て い る 。

E 教 育 制 度

教育制度 は ， 初等， 中等及び大学以上の 高等教育 に 区

分 さ れ る 。 就学年齢 6， 7 歳か ら 始 ま る 初等の義務教育 は

6 年間で， 1990 年度 の就学率 は 83% と さ れて い る 。 次 に

希望者が 6 年間の 中等教育 を 受 付 る 。 3 年間の基礎教育

課程 ( 日 本 の 中学校 に あ た る ) と ， そ れ に 続 く 工業， 農

業， 商業 ま た は一般教育 な ど の コ ー ス を選択す る 3 年間

の専門課程 (高等学校) が あ り ， こ の 聞 に 男子 に は兵役

の義務が あ る 。 1993 年度 に 中 等教育 を 受 け て い る 者 は ，

該当 年齢者 の約半数で， 文盲率 は全国平均で 13%前後 と

聞 い て い る 。

高等教育機関 に は 国立 と 私立 の 大学の ほ か に ， 職業訓

練校 (専門学校 ) が あ る 。 ア ス ン シ オ ン 大 学 へ の 入 学

は， 学部別 に 行わ れ る 試験 に よ っ て 許諾 さ れ， 競争率 は

年に よ り ， 学部 に よ っ て 異 な る が大体 3�9 倍で， 入学金

や授業料 は な い。

農学部 は 5 年制で， 講義 は 3 月 に 始 ま っ て 1 1 月 に 終わ

り ， 前期 と 後期 に分かれ る 。 11 月 中句 か ら 翌年の 3 月 ま

で (1 月 は 夏期休暇) 試験期間で 3 回 の チ ャ ン ス が あ り ，

合格者 は進級及び 5 年生 は卒業で き る 。

カ リ キ ユ ラ ム の構成 は ， 1 ，  2 年生が数学， 化学， 遺伝

学， 微生物学 な ど の 基礎科 目 ， 3， 4 年生が農場実習 を 含

め て ， そ 薬学， 果樹学， 畜産学， 林学 な ど の専門科 目 を

受講す る 。 植物病理学や 昆 虫学 も こ れ に 含 ま れ る 。 第 5

学年に は 四 つ の コ ー ス が あ り ， 農業生産， 農村経済， 農

業工学 ま た は家畜繁殖の う ち 一つ を 専攻す る 。 作物保護

学や農業害虫学の講義 は 農業生産 コ ー ス に 含 ま れ， 同時

に 用 意 さ れた テ ー マ を 選 ん で専攻実験 (卒論実験) を行

い， レ ポ ー ト を提出 す る 。

皿 試験研究機関 と ウ イ ル ス病研究

国 の 中 心 的 な 研 究 機 関 と し て ， 農 牧 省 農 業 試験場

(IAN， カ ー ク ぺ市) と 地域農業研究 セ ン タ ー (CRIA，

カ ピ タ ン ・ ミ ラ ン ダ) が あ る 。 東部の イ グ ア ス 移住地 に

は ]ICA の農業総合試験場 (CETAPAR) が あ っ て ， 日

系移住者の農業振興 と パ ラ グ ア イ 技術者 の育成 に 寄与 し

て い る 。

こ れ ら の試験場 に は 作物保護 を は じ め， 育種， 栽培，

土壌肥料， 農業気象 な ど の研究室 が あ り ， 現在で は 主 に

日 本 の個別派遣 ま た は プ ロ ジ ェ ク ト 方式 に よ る 技術協力

が行わ れて い る 。 ま た ， 各地 に 果樹， 林木， 畜産 な ど の

専門試験場 も あ り ， 日 本の 農業改良普及所 に 相 当 す る 機

関 も 設置 さ れて い る (西部 の チ ャ コ 地方 に は ド イ ツ の協

力 に よ る チ ャ コ 中央研究所が あ っ て ， 土壌調査 と 適応作

物の研究が開始 さ れた ) 。

パ ラ グ ア イ 人子弟 の 農業教育の場 と し て ， ア ス ン シ オ

ン大学 と カ ト リ ッ ク 大 学 の 農学部 及 び分校 が あ り ， 穀

物， そ 菜， 果樹の栽培実習 が行わ れ て い る が， ウ イ ル ス

病対策 は ほ と ん ど な さ れて い な い。

い ず れ の 機 関 も ， 外 国 の 援助協力 が あ る 場所 を 除 い

て ， 研究費や活動費が極度 に 不足 し て い て ， 人 も 設備 も

十分 に機能 し て い る と は 言 い 難 い 。

ウ イ ル ス 病 に 対す る 取 り 組 み を 見 る と ， 例 え ば IAN

で は ]ICA 専門家 を 中 心 に し た イ チ ゴ の ウ イ ル ス フ リ ー

化計画が あ っ て ， メ リ カ ル チ ャ ー に よ る 無毒苗が農家へ

配 布 さ れ た 。 最 近 で は 同 じ く IAN で ， ワ タ の blue

disease ( ま た は葉巻病) や ト マ ト の Vira cabeza ( ピ

ラ ・ カ ベ サ ) 症 ( ト マ ト 貧化 え そ ウ イ ル ス ， TSWV) に

対す る 抵抗性品種の選抜試験が行わ れ た が， ウ イ ル ス 検

定が一切な さ れて お ら ず， ウ イ ル ス を 特定 し な い ま ま に

作業が進 め ら れて い た ( こ れ ら の病気 に つ い て は後で述

べ る ) 0 CRIA で も 同様の状態で， 病理担当 者 は ダ イ ズ や

コ ム ギ の ウ イ ル ス 病 を 主 要 テ ー マ の 一 つ に あ げ て い た

が， 具体的 な 内容 に つ い て は 聞 け な か っ た 。

CETAPAR で は ， 日 本 の病害虫専門家 が防除対策 と
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指導 に 活躍 し て い て ， ウ イ ル ス 病対策の一環 と し て 弱毒

系 TMV に よ る ト マ ト の モ ザ イ ク 病 防除試験 も 行 わ れ

て い る 。 な お ， チ ャ コ 中央研究所では， 現在 の と こ ろ 生

理的障害 を 除 い て ， ウ イ ル ス 病や そ の他の病虫害 に つ い

て の研究 は な さ れて い な い 。

次 に ア ス ン シ オ ン大学農学部での状況 に つ い て記す。

植物病理学科 と 生物工学科の CP が植物病理学， 作物保

護学及び応用微生物学 を担当 し ， 講義や 実習 の 一部 と し

て ウ イ ル ス 病 と そ の 防除対策や植物 ウ イ ル ス の概説が含

ま れて い る 。 学生実習 で は ， 数種葉 タ バ コ に 対す る タ バ

コ モ ザイ ク ウ イ ル ス (TMV) の接種実験が行わ れ， 全身

感染 と 局部病斑 を例 に と っ て 作物の ウ イ ル ス 病抵抗性が

説明 さ れて い た 。

1 植物病理学科

独立 し た 平屋 レ ン ガ造 り の建物 (250 m2) に ， 教授 と 秘

書用 の 4 事務室， 備品室， 培養基室， 診断室， 線虫実験

室， ウ イ ル ス 実験室， 学生実習室があ る 。 4 年生 ま での講

義 は， 隣接す る 2 階建の 集中講義室で行わ れ る 。

備品室 に は シ ス テ ム 顕微鏡， 卓上 ク リ ー ンペ ン チ ， 陽

光式定温器 な ど， 培養基室 に は 旧式の オ ー ト ク レ ー プ と

乾熱滅菌器， 線虫実験室 に はベ ー ル マ ン装置 と 低速遠心

機があ っ た が， ウ イ ル ス 実験室 は物置 に な っ て い た 。 外

に ガ ラ ス 室 と 網室 ( そ れぞれ 20 m2) が付属 し て い る 。

こ の学科の主 テ ー マ は ， 政府 プ ロ ジ ェ ク ト の一環 と し

て ， キ ャ ッ サノ Tの X. campestris pv. manihotis と サ ト ウ

キ ピの Clavibacter xily に対す る 抵抗性 を 含 め た優良品

種の探索試験 を 担 当 す る と と も に ， 全 国 の 農家や試験場

か ら 持 ち 込 ま れ る 病植物の診断 と 防除対策 に ， 有償で応

じ る こ と で あ る 。 菌類病 と 線虫病 に は検鏡 に よ る 診断が

実施 さ れて い る が， 細菌病， ウ イ ル ス 病 ま た は 生理病 に

つ い て は ， す べ て 外部病徴 に よ る 推 察 の 域 を 出 な か っ

た 。 現在で は 少 な く と も 生物検定 と 血清試験が実施 さ れ

て い る と 思わ れ る 。

2 生物工学科

学生管理棟内の一角 に 事務室， ガ ラ ス 器具洗浄用 と 滅

菌用設備 だ け の 実験室， ク ー ラ ー と 照明 を備 え た植物育

成室及び そ の 中 に 木製ガ ラ ス 張 り の ク リ ー ン ル ー ム を 設

置 し て 1 学 科 を な し て お り ， こ れ に 遮 光 網 付 の 網 室

( 100 m2) が付属 し て い る 。

こ こ で は 主 と し て カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ ル ス

(CTV) を 対象 に し た カ ン キ ツ 類の ウ イ ル ス フ リ ー化試

験が行わ れ て い た 。 手法 は プ リ ミ テ ィ プで， 生長点部分

を切 り 出 し て カ ラ タ チ匪軸 に 接 ぐ f (簡易) 生長点接木

法」 を行っ て い た が， 熱処理の行程が十分 に な さ れて い

な い と 見受 け ら れた 。 ウ イ ル ス 検定 は ， ス テ ム ピ ッ テ ィ

ン グ の有無 と ， メ キ シ カ ン ラ イ ム ま た は エ ト ロ グ シ ト ロ

ン への接木 に よ る 生物検定 と が行わ れ て い た 。 今 で は エ

ラ イ ザ法 を 導入 し て ， フ リ ー株の検査 や 国 内各地での無

毒樹の探索 な ど に 取 り 組ん で い る (後述) 。

W ウ イ ル ス病調査 と ウ イ ル ス 検定

1 調査場所
農学部 の 実習 圃場 は ， キ ャ ッ サパ， サ ト ウ キ ピ， ヒ マ

ワ リ を は じ め， 野菜， 花子千， 緑肥作物 な ど小規模な が ら

多種類の作物が年聞 を 通 じ て 連作 さ れ る た め に ， 好適 な

観察場所で あ っ た 。

ア ス ン シ オ ン と サ ン ・ ロ レ ン ソ 近郊の パ ラ グ ア イ 人や

日 系人が経営す る 野菜農場 で は ， ト マ ト ， ピ ー マ ン ， レ

タ ス な ど は露地 で通年栽培 さ れ， ま た ， キ ャ ベ ツ ， カ リ

フ ラ ワ ー， ホ ウ レ ン ソ ウ ， イ チ ゴ な ど は冬期か ら 夏期 に

か げ て相 当 規模で収穫出荷 さ れ る た め に ， 定期的 に訪れ

調査 し た 。 南部三角地帯や東部の イ グ ア ス 地域 の 日 系農

家 で は ダ イ ズ と コ ム ギ の輪作体系が確立 し ， 大規模農業

が行わ れ て い る 。 同 時 に こ れ ら の 農家 で は ， ネ ギ ， シ

表 - 1 調査対象植物 (下線 は大規模農場で調査 し た も の )

4主， 主主企主.' :J企主， 上立主互三之， 主ヱ之主ごi， 之主主4
モ ， サ ツ マ イ モ ， ダ イ ズ， ア ズ キ ， イ ン ゲ ン ， サ サ ゲ ， エ ン ド
.1.， 2.之主主�， ク ワ ， ? I'� :J ， 主ヱ2..1.， ゴ マ ， 土上立主主，
主主主z.， ナ タ ネ ， ハ ッ カ ， ジ ェ ルパ ( マ テ2.， 2..t...， !と旦土3.，
Z旦 11 '7 1) 7 ， 上ヱ上， ナ ス ， ト ウ ガ ラ シ ， 互ニヱと， キ ュ ウ
2-， マ ク ワ ウ リ ， .!，.互と， Ä 1 主， 主主主ヱ， ヘ チ マ ， 11'1 :J  
と， こ:7 -1J" 1 ， 主主三之， 乏 1) 7 '7 '7ニ， プ ロ ツ コ リ ー， カ プ，
カ ラ シ ナ ， コ マ ツ ナ， チ ン ゲ ン サ イ ， 2'.-ヱ主主， ネ ギ， ラ ッ キ ョ
ウ ， ニ ラ ， 三と三之， z.王立Z主主， ゴ ボ ウ ， シ ュ ン ギ ク ， フ
キ ， 三と三己 主生2..=， ミ ツ バ， シ ソ ， 主主とと之.1.， 主上二L
主p シ ョ ウ ガ， ミ ョ ウ ガ， 1 1- :::1， ツ ル ナ， 主:7 '7
主と主之墾， 2-と=!' 主 1 3 '7土と， モ モ ， 主主主， ア ン ズ， ウ
メ ， :1 r  '7 ， カ キ ， ク リ ， ピ ワ ， 主H， 三土土， 1 � 1土之Z
�， ア ポ カ r ， ヱとZニ， J'::J � 1主， 主主， ド リ ア ン ， ア サ ガ
オ ， ア ス タ ー， キ ン セ ン カ ， :J主主主， 三4二上互二， セ ン ニ チ
コ ウ ， ニ チ ニ チ ソ ウ ， ペ チ ュ ニ ア ， マ リ ー ゴー ル ド ， オ シ ロ イ パ
ナ， カ ー ネ ー シ ヨ ン， ナ デ シ コ ， ガ ーベ ラ ， 主之， ゼ ラ ニ ウ ム ，
ベ ラ ド ン ナ， リ ュ ウ ゼ ツ ラ ン， ア ジ サ イ ， パ ラ ， ハ イ ビ ス カ ス ，
ピ ラ カ ンサ， ア ベ リ ア ， サ ル ス ベ リ ， '7 / � 1- 3  ( Tabe伽ia spp.) ， 
ハ カ ラ ン ダ 出'cara四da mimωifolia) ， パ ロ サ ン ト (Bulnes匂
salmi，仰ωi) ， ツ バ キ ， カ ン ナ ， グ ラ ジ オ ラ ス ， ダ リ ア ， ユ リ ， ア
ロ エ， 之上とz.， 主主主と， とと互三'7 A ， そ の他 ラ ン類， ヤ ナ
ギ， キ リ ， ト ベ ラ ， ソ テ ツ ， マ ツ ， フ ェ ニ ツ ク ス ， シ ュ ロ ， ア カ
ク ロ ー パ， シ ロ ク ロ ー ノ � ， ア ル フ ア ル フ ァ ， シ ノ � ， ツ ユ ク サ
( Commeli加 d伽皿) ， タ ハ ・ タ ハ (D凶棚dium 伽ω師um) ，
Sidß ω，悩folia， Caryatia spp.， パーベ ナ ( Vervena inte仲間dia) ト
ロ ・ ラ テ ィ (Acanto.司permum hi.ゆ.ぬm) ， Cheno.少odium spp.， 
L側icera spp.， Rumex ρar昭陶!)Ie判sis， Solanum 例'efle抑制， S. 
si，紗間的加lium， Physali・s spp.， NI加tiana 10η<giflora， Polygo制問
仰�ctatum， Cype附 spp.
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表 - 2 ウ イ ノレ ス 検定結果

{乍 (植) 物名 症 状り 電顕観察2) 生物検定3) 血清試験') 判 定5)

コ ム ギ M . St. Potyvirus (WSMV) 
ト ウ モ ロ コ シ M ， Stu Potyvirus ， 球 (30) グルチ ノ ー ザ (M) ， サ サ ゲ (LL) CMV ( + )  SCMV ， CMV 
キ ャ ッ サパ YS ， CS ， m  Carlavirus ， Tobamov 2 ， 3 種類 (未同定)

irus ， 球 (25)
ジ ャ ガ イ モ M ， N ， LR Potyvirus ， Carlaviru サ ム ス ン (M ， LL ， N) PVY ( + )  ， PVX ( + )  PVY ， PVM (S) ， 

s ， Potexvirus PVX (PLRV) 
ダイ ズ M ， LR Potyvirus SMV 
イ ン ゲ ン M Potyvirus BYMV 
サ サ ゲ M ， Mal Potyvirus CoMV 
エ ン ド ウ M 球 (25) BBWV 
ラ ッ カ セ イ M Potyvirus キ ノ ア (LL) PMoV (PStV) 
タ ノ f コ M ， Mal Potyvirus ， Tobamovi PVY ( + ) ， TMV ( + ) ， CMV PVY ， TMV ， CMV 

rus ， 球 (30) ( + )  
ヒ マ ワ リ m ， YS サ ム ス ン NN ( - ) ， キ ノ ア ( - ) PVY ( ー に CMV ( ー ) ( ? )  

ス テ ピ ア Y ， St 球 (25) (BBWV) 
ワ タ LC ， Stu (Blue disease ? ) 
Jレ ピ ナ ス M ， Stu Potyvirus BYMV 
ク ロ タ ラ リ ア M Potyvirus BY乱1V
ト マ ト M ， N ，  Y ， Stu ， Potyvirus ， Tobamovi グ ル チ ノ ー ザ (LL ， M) ， サ ム ス ン TMV ( + ) ， PVY ( + ) ， CMV TMV ， PVY ， CMV ， 

LR ， Mal rus ， 球 (30) (LL ， M) ， サ ム ス ン N N (LL ， M) ( + ) ， TSWV ( エ ラ イ ザ ， + ) TSWV 
ト ウ ガ ラ シ ・ M ， N ， St ， Y  球 (30) サ ム ス ン NN (M) ， サ サ ゲ (LL) ， CMV ( + ) ， TMV ( ー ) ， PVY CMV 
ピ ー マ ン キ ノ ア (LL) ( ー )
キ ュ ウ リ M Potyvirus ， 球 (30) サ ム ス ン N N (M) ， ササ ゲ (LL) ZYMV ( + )  ， CMV ( + ) ZYMV ， CMV 
メ ロ ン M 球 (30) サ ム ス ン NN (M) ， ササ ゲ (LL) CMV ( + )  CMV 
ス イ カ M Potyvirus ， 球 (30) サ ム ス ン NN (M) ， サ サ ゲ (LL) ZYMV ( + )  ， CMV ( 十 ) ZYMV ， CMV 
カ ボ チ ャ M Potyvirus ， 球 (30) サ ム ス ン NN (M) ， サ サ ゲ (LL) CMV ( + )  ， ZYMV ( ー ) WMV ， CMV 
ダ イ コ ン ・ カ プ M ， Stu Potyvirus ， 球 (30) サ ム ス ン NN ( - ) ， サ サ ゲ (LL) CMV ( + )  TuMV ， CMV 
ネ ギ M ， Stu Potyvirus (OYDV) 
ア ス ノ f ラ ガ ス M 球 (30) グルチ ノ ー ザ (M) ， サ サ ゲ (LL) CMV ( + )  CMV 
ゴ ボ ウ YM Closterovirus ( ? ) (BuYV) 
ホ ウ レ ン ソ ウ Y ， Stu 球 (25) CMV ( ー ) BBWV 
サ ト イ モ M Potyvirus グ ル チ ノ ー ザ ( ー ) ， キ ノ ア ( ー ) CMV ( - ) DMV 
シ ョ ウ ガ M グルチ ノ ー ザ (M) ， キ ノ ア ( - ) CMV ( 十 ) CMV 
イ チ ゴ Y ， Stu ( ? )  

カ ン キ ツ 類 St. P ， D  メ キ シ カ ン ラ イ ム ( + ) ， エ ト ロ グ CTV (ELISA ， + ) CTV ， CExV ， (CiMV) 
シ ト ロ ン ( + )

ノ fノ f イ ヤ M ， Mal ， RS Potyvirus キ ュ ウ リ (m) ， サ サ ゲ ( ー ) PRSV 
ニ チ ニ チ ソ ウ M 球 (25) サ ム ス ン NN ( - ) ， ササ ゲ ( ー ) CMV ( - )  BBWV 
ペ チ ュ ニ ア M 球 (30) サム ス ン NN (M) ， ササ ゲ (LL) CMV ( + )  CMV 
オ シ ロ イ ノ fナ Y ， RS 球 (25) CMV ( ー ) BBWV 
カ ー ネ ー シ ョ ン M Potyvirus ， 球 (30) サ ム ス ン NN ( ー に キ ノ ア (M) CMV ( - )  CaVMV ， CaMV 

(LL) 
キ ク Carlavirus サ ム ス ン NN ( ー ) ， グ ル チ ノ ー ザ CVB 

(CS) 
ユ リ Carlavirus サ ム ス ン NN ( ー ) ， グ ル チ ノ ー ザ LSV 

( - )  
ラ ン類 m ， NRS Tobamovirus ， Potex ア マ ラ ン テ ィ カ ラ ー (LL) ， キ ノ ア ORSV ( + )  ORSV ， CyMV 

VlruS (LL) 
シ ロ ク ロ ーノ て M Potexvirus サ サ ゲ (m) ， ア マ ラ ン テ ィ カ ラ ー WCMV 

( - ) 
ツ ユ ク サ M 球 (25) ， 球 (30) サ ム ス ン NN (M) ， サ サ ゲ ( + ) CMV ( + )  BBWV ， CMV 
パーベナ 町1 球 (30) グノレチ ノ ー ザ (M) ， サ サ ゲ (LL) CMV ( + )  CMV 
ト ロ ・ ラ テ ィ Y ， RL サ ム ス ン ( - ) ， グルチ ノ ー ザ ( ー ) TSWV (エ ラ イ ザ + ) TSWV 
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Physalis spp 
N. longiflora 

サム ス ン ( - ) ， グノレチ ノ ー ザ ( - ) ITSWV (エ ラ イ ザ + )
グルチ ノ ー ザ ( - ) ， サ サ ゲ ( - ) ITSWV ( エ ラ イ ザ + )
グルチ ノ ー ザ ( - ) ， サ サ ゲ ( ー ITSWV ( エ ラ イ ザ + )

ITSWV 
TSWV 
TSWV 

1 ) 病徴略号 M : モ ザ イ ク ， St : 条斑， Stu : 萎縮， YS : 黄斑， CS : 退色斑， N : え そ ， LR : 葉巻， Mal : 奇形， LC : 巻薬， St . P : ス
テ ム ピ ッ テ ィ ン グ， D : 枯死， RS : i輪点， NRS : え そ 輪点 (小文字 は軽い病徴 を示す)

2) ( ) は球形粒子の直径 を nm で示す
3) 主 な 指標植物の病徴. LL は局部病斑， そ の他は 注 ] に 同 じ， ( ー ) は非感染 を示す.
4) ミ ク ロ プ レ シ ピ チ ン テ ス ト : ( - ) は反応陰性， (エ ラ イ ザ， 十 ) は エ ラ イ ザ法陽性反応 を示す.
5) 原寄主の病徴及び検定結果か ら ウ イ ノレ ス を判定 し た . 不確実な も の は ( ) に 入れた.
ウ イ ル ス 名 WSMV : Wheat streak mosaic virus， SCMV : サ ト ウ キ ピ モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， CMV : キ ュ ウ リ モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， PVY : 

ジ ャ ガ イ モ Y ウ イ ル ス ， PVM (S) : ジ ャ ガ イ モ M (S) ウ イ ル ス ， PVX : ジ ャ ガ イ モ X ウ イ ル ス ， PLRV : ジ ャ ガ イ モ 葉巻 ウ イ ル ス ，
SMV : ダイ ズ モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， BYMV : イ ン ゲ ン マ メ 賞斑モ ザイ ク ウ イ ル ス ， CAMV : ササ ゲ モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， BBWV : ソ ラ マ
メ ウ イ ル ト ウ イ ル ス ， PMoV : ラ ッ カ セ イ 斑紋 ウ イ ル ス ， PSt V : Peanut stripe virus， TMV : タ バ コ モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， TSWV : ト マ
ト 黄化 え そ ウ イ ル ス ， ZYMV : ズ ッ キ ー ニ 黄斑モ ザイ ク ウ イ ル ス ， TuMV : カ プモ ザ イ ク ウ イ ル ス ， OYDV : ネ ギ萎 縮 ウ イ ル ス ，
BuYV : ゴ ボ ウ 黄化 ウ イ ル ス ， DMV : サ ト イ モ モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， CTV ・ カ ン キ ッ ト リ ス テ ザ ウ イ ル ス ， CExV : カ ン キ ツ エ ク ソ コ ー
テ ィ ス ウ イ ロ イ ド ， CiMV : カ ン キ ツ モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， PRSV : パパ イ ヤ輪点 ウ イ ル ス ， CaVMoV : カ ー ネ ー シ ョ ン ベ イ ン モ ト ル ウ イ
ル ス ， CaMoV : カ ー ネ ー シ ョ ン斑紋 ウ イ ル ス ， CVB : キ ク B ウ イ ル ス ， LSV : ュ リ 潜在 ウ イ ル ス ， ORSV : オ ド ン ト グ ロ ッ サ ム リ ン グ
ス ポ ッ ト ウ イ ル ス ， CyMV : シ ン ビ ジ ウ ム モ ザ イ ク ウ イ ル ス ， WCMV : シ ロ ク ロ ーパ モ ザ イ ク ウ イ ル ス

ソ ， サ ト イ モ ， ダイ コ ン な ど， 日 本で通常 み ら れ る 多種

多様な野菜 (及び ウ メ ， カ キ な ど の 果樹類) が 自 家用 と

し て 植 え ら れて い る 。 こ れ ら の地域へ は適時出 か け て 調

査， 採集 し た 。

カ ン キ ツ類の調査 は ， チ ャ コ 地方， エ ン カ ル ナ シ オ ン

ま での 国道 l 号周辺， 東北部の サ ン ・ ペ ド ロ 周 辺な ど広

域調査 し た 。

調査の対象 と し た 作物 と ， 樹木， 雑草 を 含む そ の他植

物 を 表ー 1 に 示 し た 。

2 ウ イ ル ス検定

病徴 を 示す作物 (植物) を株 ご と 抜 き 取 り ， 大学周 辺

で は そ の 日 の う ち に ， ま た 遠 方 か ら は 試料 を ク ー ラ ー

ボ ッ ク ス に 氷詰め に し て持 ち 帰 り ， 電顕観察， 生物検定

及び血清試験 に 供 し た 。

ウ イ ル ス 粒子の電顕観察 は ， 固定 00% 中性 ホ ル マ リ

ン， ま た は 2% グル タ ル ア ル デ ヒ ド ) ， ま た は未固定の葉

片 を 2%PTA に よ る DN 法で調製 し ， ]EMI00-SX 透過

型電顕 (医学部保健科学研究所) に よ っ て行 っ た 。

生物検定用 に は ， ク勺レ チ ノ ー ザ (N. glutinosa) ， サ ム

ス ン (N. tabacum 'Samsun') ， サ ム ス ン NN ('Samsun 

NN') ， キ ノ ア ( G. quinoa) ， ア マ ラ ン テ ィ カ ラ ー ( G.

amaranticolor ) ， サ サ ゲ (十六文) を常時準備 し て 供試

し ， 必要に 応、 じ て キ ュ ウ リ ， カ ボ チ ャ ， エ ン ド ウ ， コ マ

ツ ナ そ の ほ か の 指標植物 を育苗 し た 。 接種 は常法の カ ー

ボ ラ ン ダム 法 に よ っ た 。 な お， カ ン キ ツ 類の接木検定 に

つ い て は別 に 記す。

日 本 か ら 購 入 送 付 さ れ た 8 種 類 の 抗血 清 (CMV，

ZYMV， TMV (3 系統) ， PVY， PVX， CGMMV (2 系

統) ， ORSV， CTVJ 及び現地で米国 と 英国 か ら そ れ ぞれ

入手 し た CTV と TSWV ( ポ リ ク ロ ー ナ ル及 び モ ノ ク

ロ ー ナ ル抗体) を 用 い， 主 と し て ミ ク ロ プ レ シ ピ チ ン テ

ス ト と エ ラ イ ザ法 に よ っ て 血清試験 を 行 っ た 。 リ ン グ テ

ス ト や (簡 易 ) 寒 天 ゲ ル拡散法 も 必要 に 応 じ て 実施 し

た 。

V 調査 ・ 検定結果

パ ラ グ ア イ 圏 内 の各地農場で調査 し ， 病植物 を 大学へ

持 ち 帰 っ て ウ イ ル ス 検定 し た 結果 の 概要 を 表 -2 に ま と

め た 。

表 中 の 判定 の 欄 に 複数の ウ イ ル ス 名 が記 さ れ た 作物

(植物) で は ， 1 株 に 何種類か の ウ イ ル ス が重複感染 し て

い る 場合 と ， ウ イ ル ス が単独で個体別 に感染 し て い る 場

合 と が あ る 。 例 え ば ジ ャ ガ イ モ で は ， 葉が全体 に 黄化 し

葉 脈 と 茎 に 激 し い え そ が 認 め ら れ た 株 で は PVY と

PVX， ま た は PVM (S) と PVX が重複感染 し て い た

し， PLRV は単独感染 し て い る 場合が多 か っ た 。

表一1 の説明 は次号で継続 し て行い， 本稿 は こ こ ま で に

し た い 。 な お ， 参考資料， 文献等 も 次号の末尾 に 一括 し

て記す。
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